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令和７年度 第２回 立川市自立支援協議会 会議概要 

 

会議名称 第２回 立川市自立支援協議会 

開催日時 令和７年 11 月 21 日（金） 16 時 30 分～18 時 30分 

開催場所 立川市役所 302 会議室 

次 第 １．開会 

２．各専門部会からの報告〔当日資料１－①～④〕 

および地域生活支援拠点等の整備・運営の報告について〔資料５・当日資料２〕 

３．全体会での協議検討内容 

（１） 第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画ＰＤＣＡサイクル評価・ 

改善管理シートについて〔資料１・２〕 

（２） 事例検討に係る共通の課題について〔資料３〕 

４．全体会での報告内容等 

 （１） 立川市社会福祉協議会評議員の推薦について 

 （２） 障害者虐待対応報告書について〔資料４〕 

 （３） 障害者施策推進委員会について〔資料６〕 

５．その他連絡事項 

出席者 [委員] 吉川委員、長谷川委員、須﨑委員、鈴木徳子委員、飯田委員、遠藤委員、 

向山委員、本間委員、石田委員、横山委員、石倉委員、鈴木晶子委員、菊池委員、 

榎本委員、川崎委員、横平委員、水野委員、大谷委員、泉口委員 (敬称略、順不同) 

[事務局]仲沢障害福祉課長、片川障害福祉第一係長、井上障害福祉第二係長、 

鈴木障害福祉第三係長、遠藤障害福祉第四係長、安井障害福祉推進係長、向山主事 

[立川市社会福祉協議会事務局] 岡部在宅支援事業課長、飯塚主任、関口主任、 

清水主事、平山主事、杉本主事 

欠席委員 岩元委員、木村委員、鉢嶺委員、荻野委員、小林委員、澤内委員 

会議資料 資料１ 第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画 

ＰＤＣＡサイクル評価・改善管理シート 

資料２ 第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画の目標値に対する実績 

資料３ 各専門部会からの地域課題報告書および課題分類表 

資料４ 障害者虐待対応報告書（令和６年度実績） 

資料５ 地域生活支援拠点等の整備・運営の報告について 

資料６ 令和７年度 第１回 立川市障害者施策推進委員会 会議概要 

当日資料１－① 令和 7年度 立川市自立支援協議会相談支援専門部会報告書 

当日資料１－② 令和 7年度 立川市自立支援協議会就労専門部会報告書 

当日資料１－③ 令和 7年度 立川市自立支援協議会権利擁護専門部会報告書 

当日資料１－④ 令和 7年度 立川市自立支援協議会児童専門部会報告書 

当日資料２ 地域生活支援拠点等コーディネーターからの実践報告 

 

１． 開会 

 

２． 各専門部会からの報告〔当日資料１－①～④〕 

および地域生活支援拠点等の整備・運営の報告について〔資料５・当日資料２〕 

［各専門部会からの報告］ 
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・各専門部会での議論内容、今後の予定等を報告。 

＜相談支援＞ 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

＜就労＞ 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

＜権利擁護＞ 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし 

＜児童＞ 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

［事務局説明］ 

・資料を用い、令和６年度地域生活支援拠点等事業の整備・運営について説明した。 

［地域生活支援拠点等コーディネーターからの報告］ 

・資料を用い、地域生活支援拠点等コーディネーターからの実践報告。 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

 

３． 全体会での協議検討内容 

（１） 第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画ＰＤＣＡサイクル評価・ 

改善管理シートについて〔資料１・２〕 

［事務局説明］ 

・資料を用い、第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画ＰＤＣＡサイクル評価・改善管理シー

トについて説明した。 

［質疑・意見等］ 

・地域生活移行者数が１人で、活動指標の地域移行支援利用者数の３.３人はどのようにリンクし

ているのか。 

 →実際に地域生活に移行した数が１人で、活動指標はサービスを利用した人数となっている。 

  ・就労定着率 70％以上の就労定着の基準は何か。就労定着実績体制加算を取っている事業所を把握

しているか。 

   →42 月以上 78 月未満の期間継続して就労となっている。把握していない。 

  ・重度の知的障害者が地域生活に移行するには体験が重要である。意思決定支援の充実を評価でき

ると良い。 

［決定事項］ 

・他に意見がある場合は 12 月５日までに事務局に伝え、最終的な自立支援協議会意見は第３回で

確認する。 

 

（２） 事例検討に係る共通の課題について〔資料３〕 

  ・グループワークで優先的に取り組む課題を検討した。 

  ＜１グループ＞ 
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「人材確保の難しさに伴う資質向上の課題」 

「計画相談の負担とそれに伴うマンパワー不足」「計画相談の利用ニーズに対するマンパワー不足」 

「住まいの確保」 

＜２グループ＞ 

「連携と移行」 

「８０５０問題」「意思決定支援が大事」 

「人材確保の多様化」 

「災害対策」 

＜３グループ＞ 

「人材確保の難しさに伴う資質向上の課題」 

「８０５０問題の家庭への介入」 

「医療との連携」 

［決定事項］ 

・あげられた課題を整理し、引き続き協議していく。 

 

４．全体会での報告内容等 

（１） 立川市社会福祉協議会評議員の推薦について 

［事務局説明］ 

・立川市社会福祉協議会評議員に本間委員を推薦することを確認した。 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

 

（２） 障害者虐待対応報告書について〔資料４〕 

［事務局説明］ 

・資料を用い、令和６年度の障害者虐待対応報告をした。 

［事務局説明］ 

・養護者による経済的虐待が０件から６件に増えているが、調査をしたのか。知的障害者の割合と

養護者の年齢はどのくらいか。通報者はなぜ把握できたのか。 

 →増加の原因は調査していない。すべて知的障害者で養護者は 30 歳代～70 歳代で、親以外にも

きょうだいも含まれる。医療従事者や福祉施設従事者が滞納等から把握できた。 

・終結とはどういう意味か。 

 →虐待防止センターとして関りを終えること。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 

 

 （３） 障害者施策推進委員会について〔資料６〕 

［事務局説明］ 

・障害者施策推進委員会について説明した。 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ、異議なし。 
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５．その他連絡事項 

［事務局説明］ 

・日中サービス支援型グループホームについて、今後、自立支援協議会へ報告し、審議をお願いす

る予定があると説明があった。 

［質疑・意見等］特になし。 

［決定事項］報告のみ。 

 

閉会 

 


